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1. はじめに 

その 5 では,実験概要及び実験結果について述べた。

本論（その 6）では,実験結果に関する考察について述

べる。 

2. 剛性 

各試験体で想定される圧縮ストラットを図１に，実験

における剛性を図 2 及び図 3 に示す。剛性は,各サイク

ルのピーク時のせん断力を,壁のせん断変形で割った比

で算出した。せん断変形は,全体せん断ひずみと壁の長

さ(600mm)の積として計算した。開口の位置が,剛性に及

ぼす影響を観察するために,正側載荷と負側載荷を別々

に計算し,示した。開口が対角線上になく偏在する試験

体は 45°の圧縮ストラットができ,大きな剛性が確保で

きる試験体であると想定できる（図 1）。図 2 から,正側

載荷時の剛性は, S80x80ECが最も大きいことが分かる。

一方,負側載荷時の剛性は,S80x80DEC が最も大きくなっ

ている（図 3）。このことから,開口から壁板中心までの

距離が長くなるほど, 圧縮ストラット幅が広くなり,よ

り多くの力を伝達することができると考えられる。 

3. 壁筋の降伏割合 

鉄筋に貼付したひずみゲージにて測定したひずみの

分布を可視化するために,1）降伏ひずみより小さいひず

み（約 2500με）を青,緑,黄,オレンジで示し,2）降伏

ひずみと同等以上のひずみを赤で示すカラーマップを使

用して区別している(図 4)。斜め偏在試験体(S80x80DEC，

S50x128DEC)の鉄筋は，水平偏在試験体(S80x80EC）及び

偏在なしの試験体(S100x250A_NW)の鉄筋より先に初期降

伏を起こした。ひずみは,ひび割れ幅が最も大きな付近

で最も大きくなることが確認できた。 

引張ひずみ分布（図 4）を見ると,降伏ひずみより小

さいものもあるため,耐力評価を算定する時すべての鉄

筋が降伏すると仮定すると,せん断強度が過大評価にな

る可能性がある。降伏応力に対する鉄筋応力の減少を定

量化するために,図 5 に示す各エリアについて,式（1）

を用い,壁筋の有効強度係数「α」を算出した。 

図 6 に,Qmax が観測された 0.4%のせん断ひずみで算出

された壁筋の有効強度係数αを示す。各試験体の開口に

隣接する領域では,0.4～0.7 の最小値の減少係数を示し,

大抵の鉄筋が降伏する試験体の隅角部圧縮領域に対して

ほぼ降伏応力度の半分に達していることが示唆される。 

 

(a) 正側載荷       (b) 負側載荷 

図 1：想定される圧縮ストラット 

 
図 2：正側載荷剛性 

 
図 3：負側載荷剛性 

 

図 4：S80x80EC 正側載荷 R=0.4%時の鉄筋の歪分布 
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図 5：αを算出する手順 
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 , 𝜀𝑗  < 𝜀𝑦           (1) 

ここで, 𝛼𝑖 : i エリアの鉄筋有効強度係数 

 𝜀𝑗 : j 地点の鉄筋のひずみ 

 𝜀𝑦 : 降伏歪み = 2500 με 

 𝐸𝑠 : 鉄筋の弾性係数= 1900 kN/mm2 

 𝑛 : ひずみゲージ数 

 

4. コンクリートの圧縮ストラット幅の実験的な検討 

試験体 S80x80EC の圧縮ストラット幅を推定するため

に,孫ら 1)によって提案された方法に基づく手順を使用

した。まず,写真 1 に示す斜め変位計から得られた変位

を用いて圧縮ひずみを求め,次に,コンクリート圧縮試験

による圧縮応力に対応させ,応力度分布を求めた。最後

は,応力度分布面積を高さが最大応力度に等しい等価応

力ブロックを決め,その等価応力ブロックの幅は,圧縮ス

トラット幅となるという手法である。 

有開口壁では、圧縮ストラットが図 7 に示すような各

パートに分割し,パート中の圧縮変形成分を決め、上記

の手順で各パートの圧縮ストラット幅を求める(図 8)。

図 9 は,計算結果を示している。圧縮ストラット幅は,壁

の隅角部と開口の隅角部を結んだ対角線の長さの 15～

25%の範囲で変化していると分かる。 

5. 結論 

1) 開口が壁の中心から離れた位置にあるほど，反対側

の壁の隅角部との間に 45 度の圧縮ストラットが形成

されるため剛性が大きくなっている。 

2) 開口部周辺の異なる領域で壁筋の有効強度係数「α」

を求めると,隅角部圧縮領域におけるエリアに対して

隣接するエリアの分布は降伏応力に対して 0.4〜0.7

となっている。 

3) 圧縮ストラット幅は,その対角線の長さの 15〜25%の

範囲にある。 
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(a) S80x80EC 

 
(b) S80x80DEC 

 
(c) S50x128DEC 

 
(b) S80x80DEC 

図 6：壁筋の有効強度係数α（R＝0.4%時） 

   
真 1：圧縮変位を測定す

る変位計の設置状況 

図 7：有開口壁における 

圧縮ストラット概要 

 (a)圧縮変形成分 
 

(b)応力分布 

図 8：圧縮ストラット幅の計算手順 

 
図 9：圧縮ストラット幅の計算結果 
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